
住
民
の
未
来
に
貢
献
で
き
る

自
治
体
責
任
に
よ
る
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を

2
0
2
2
都
本
部
現
業
統
一
闘
争
総
決
起
集
会

5
月
20
日
（
金
）
17
時
45
分

か
ら
「
政
治
学
習
会
」
を
開
催

し
、
7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

に
お
け
る
自
治
労
組
織
内
候
補

予
定
の
「
鬼
木
ま
こ
と
」
の
必

勝
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。
今

回
は
社
会
情
勢
を
考
慮
し
、
Ｓ

Ｋ
ホ
ー
ル
を
ホ
ス
ト
会
場
、
そ

し
て
各
地
連
に
て
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
を
設
け
て
取
組
み
、
参
加

は
96
名
で
し
た
。

講
師
に
は
、
現
・
自
治
労
組

織
内
議
員
の
え
さ
き
た
か
し
参

議
院
議
員
を
迎
え
て
、
改
め
て

労
働
組
合
が
政
治
闘
争
を
取
組

む
必
要
性
を
学
び
、「
鬼
木
ま

こ
と
」
参
議
院
選
挙
候
補
予
定

の
必
勝
に
向
け
、
具
体
的
な
話

を
盛
り
込
み
な
が
ら
の
講
演
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
わ
が
組
合
は
労
働

条
件
の
向
上
や
職
場
環
境
の
改

善
に
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
法

律
や
制
度
改
正
に
係
る
課
題
を

克
服
す
る
た
め
に
は
、
我
わ
れ

の
意
見
・
考
え
を
国
会
の
場
で

代
弁
で
き
る
代
表
の
存
在
が
必

要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
参
議

院
議
員
選
挙
で
は
、
我
わ
れ
の

代
弁
者
で
あ
る
自
治
労
組
織
内

予
定
候
補
「
鬼
木
ま
こ
と
」
を

圧
倒
的
な
得
票
を
も
っ
て
、
国

会
に
送
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

必
勝
に
む
け
、
各
支
部
・
組

合
員
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
泉
田

和
明
）

我
わ
れ
現
場
の
代
弁
者
は「
鬼
木
ま
こ
と
」だ

5
・
20
政
治
学
習
会
を
開
催

200名を超える組織に発展
引続き、全区での採用を勝ち取ろう

5
月
17
日
（
木
）
日
本
教
育

会
館
に
お
い
て
、
東
京
清
掃
本

部
と
青
年
部
共
催
に
よ
る
2
0

2
2
年
度
採
用
の
新
入
組
合
員

歓
迎
学
習
会
を
開
催
。
今
年
度

採
用
さ
れ
た
9
区
と
一
組
か
ら

多
く
の
仲
間
が
参
加
し
、
労
働

組
合
の
必
要
性
と
共
済
活
動
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
江
森
委
員

長
か
ら
は
「
職
場
に
お
け
る
安

全
作
業
の
重
要
性
」を
話
さ
れ
、

締
め
の
挨
拶
で
は
西
村
副
委
員

長
か
ら
「
鬼
木
ま
こ
と
予
定
候

補
を
国
会
に
送
る
べ
く
、
と
も

に
参
議
院
選
挙
を
闘
お
う
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
若
手
の
存
在
は

非
常
に
心
強
く
、
ま
さ
に
組
織

強
化
に
直
結
す
る
と
言
え
ま

す
。
本
来
で
あ
れ
ば
「
歓
迎
学

習
交
流
集
会
」
と
し
て
、
お
酒

も
取
り
入
れ
な
が
ら
開
催
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
感
染
対
策

を
講
じ
、
昨
年
に
引
き
続
き
自

粛
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

現
業
職
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
は
9
区
と
一
組
で
44
名
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
の
各

区
・
一
組
交
渉
の
強
化
に
よ

り
、
一
時
は
1
0
0
名
を
下
回

っ
て
い
た
青
年
部
も
、
現
在
で

は
2
0
0
名
を
超
え
る
組
織
と

な
っ
て
い
ま
す
。
全
区
で
継
続

的
な
採
用
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
各
区
に
お
け
る
自
治
研

活
動
を
含
め
た
交
渉
を
強
化
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
栗
澤

紀
和
）

▲講演に聞き入る新入組合員

▲労働条件の向上を勝ち取ろう

新中央執行委員紹介

▲今年も懇親会は開催できませんでした

▲神崎中央執行委員【渋谷区】
「この度、渋谷区担当中執にな

りました神崎と申します。戸惑

ってしまうことも多々あろうか

と思いますが、労働条件の改善

にむけて勉強し頑張っていきま

すので、先輩中執のご教授を宜

しくお願いします」

▲秋山中央執行委員【葛飾区】
「この4月より新たなに葛飾区

担当中執になりました葛飾支部

の秋山と申します。大変な任務

を引き受けることになりました

が、組合員の労働条件の向上の

ため奮闘する決意です。ご指導

を宜しくお願いいたします」

都
本
部
は
5
月
10
日
（
火
）

18
時
か
ら
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

を
対
面
会
場
と
し
て
2
0
2
2

都
本
部
現
業
統
一
闘
争
（
第
1

次
闘
争
）
総
決
起
集
会
を
Ｗ
Ｅ

Ｂ
と
の
併
用
で
開
催
。
わ
が
組

合
か
ら
は
渡
辺
書
記
次
長
（
現

評
副
議
長
）
萩
原
常
任
（
現
評

事
務
局
次
長
）
を
中
心
に
部
会

幹
事
等
8
名
で
参
加
し
ま
し

た
。全

体
で
は
21
単
組
64
名
。
主

催
者
あ
い
さ
つ
は
吉
野
現
評
議

長
（
青
梅
市
職
）。
来
賓
あ
い

さ
つ
は
都
本
部
か
ら
染
中
央
執

行
委
員
長
が
さ
れ
、
共
に
最
後

ま
で
闘
う
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
ま
し
た
。

講
演
は
、
自
治
労
本
部
吉
村

現
業
局
長
。「
2
0
2
2
現
業

統
一
闘
争
の
取
組
み
推
進
」
と

題
し
、�
現
場
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
自
ら
声
を
あ

げ
、
行
動
し
て
い
く
以
外
に
方

法
は
な
い
�
と
住
民
の
未
来
に

貢
献
で
き
る
、
自
治
体
責
任
に

よ
る
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
確
立
を
目
標
に
掲
げ
ま
し

た
。続

く
方
針
提
起
は
笹
川
都
本

部
現
評
事
務
局
長
か
ら
あ
り
、

各
部
会
か
ら
共
に
闘
う
強
い
決

意
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
集
会

決
議
は
渡
辺
常
任
幹
事
か
ら
あ

り
、
最
後
は
篠
崎
都
本
部
副
委

員
長
の
発
声
に
よ
る
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
締
め
ま
し
た
。

わ
が
組
合
と
し
て
も
、
最
重

要
課
題
は
新
規
採
用
に
よ
る「
人

員
確
保
」
で
あ
る
と
し
て
意
思

統
一
し
、
清
掃
独
自
の
要
求
書

を
も
と
に
、
各
区
交
渉
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
23
全
区
・
清
掃

一
組
で
継
続
し
た
新
規
採
用
を

勝
ち
取
る
ま
で
、
と
も
に
闘
い

抜
き
ま
し
ょ
う
。

（
長
妻

芳
典
）

▲吉村現業局長より提起

▲対面とWEBの併用で開催した
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